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次期SIPの各課題候補に係る検討タスクフォ ース（検討TF)
の設置について

1 趣旨

令和4年5月26日
ガバニングボー ド

令和5年度から実施予定の 次期の戦略的イノベ ー ション創造プログラム
（ 次期SIP)に向けて、 「第6期科学技術 ・ イノベー ション基本計画」 （令
和3年3月26日閣議決定）に基づき、我が国が目指す社会像(Society 5. 0)
からバックキャストによる検討を行い、昨年12月末にガバニングボ ー ドで
1 5の課題候補を選定した。

本年1月～2月には、 次期SIPの各課題候補について取り組むべき研究
開発テー マの情報提供依頼( RFI)を実施したところ、産学官の幅広い関係
者から、1,000件近い応募があった。

本年4月には、RFIで情報提供いただいた内容を踏まえ、各課題候補のフ
ィージビリティスタディでの検討をリ ー ドするプログラムディレクター (P
D )候補の公募を行い、 今般、 ガバニングボー ドで選定した。

今後、各課題候補について、PD候補を座長として、関係する有識者、関係
府省庁、研究推進法人等で構成される検討タスクフォ ースを設置し、RFIの
結果を参考として、 次期SIPで取り上げるべき研究テー マについて技術面 ・

事業面からのインパクトや実現性等を踏まえた検討を行い、 研究開発計画の
案を作成する予定である。

このため、ガバニングボー ドの下に、別紙1の構成案にて、各課題候補に係
る検討タスクフォ ース（検討TF) を設置することとする。

2 検討事項
各課題候補に係る検討TFは、次に掲げる事項について、調整 ・ 検討を行う。

(1) F Sの実施方針の作成（別紙2)
(2) 課題候補全体の基礎的 調査の検討 ・ 実施
(3) F Sの対象とする個別テー マ及びその 調査方法の検討、 個別テー マの技術

実現性 ・ 事業性 ・ 社会受容性調査の実施
(4) 課題候補に係る社会実装戦略の検討
(5)課題候補に係るプロジェクト実施体制の検討
(6) 課題候補に係る 研究開発計画案の作成
(7) 課題候補のコンセプトを示すイメ ージ図の作成

3 構成及び運営
(1) 検討TFの座長は、 PD候補が務める。
(2) 座長が検討TFに出席できない場合は、 あらかじめ座長の指名する構成

員（座長代理） がその職務を代理する。
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